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私たち豊臣機工は愛知県安城市に本社をおき、国内に4工場、

海外に3工場あり、経営理念『誠実』を基にお客様に愛される

自動車部品メーカーを目指し世界4極体制で日々生産しております。

主な生産品目として試作から補給部品をスルーで生産しております。

私たちの職場の額田製造部は岡崎市の自然豊かな山奥にあり、夏には工場の

照明に誘われてたくさんのクワガタが飛んできます！額田製造部のスローガンは

「一人一人を大切に一致団結でより良い職場づくり」前向きに良いところを直ぐに真似ることです。

私たちは主にプレス工程を担当し、連続2直体制で日々生産しております。

個人評価はこのようになっており、流星サークルの強みは

チームワーク・会合参加率の評価が高く全員参加できていることです。

また弱みとして問題解決力　QC手法の評価が低い為、計画通り進まないことです。

強みを活かして弱みを克服できるように活動しています。

サークル構成は20代が1人、30代が３人、40代以上が5人の９人で活動しており

若手からベテラン作業者まで幅広く集まっているサークルです。

サークルレベルは現在Cゾーンとなっていますが

今回の活動を通じてサークルレベルBゾーンを目指しています。

私たち流星サークルはプレスボデー課プレスA係に所属し、今回の取り組み工程は

大型プレスライン『Vライン』についての活動です。Vラインの特徴としては大型プレス機にて

ドアアウター、フェンダーなどの大型パネルをプレス加工しています。安全に良い品を

タイムリーにお客様にお届けするプレス工程のプロ集団です！

私たちが今回の活動で取り組む部品の紹介をいたします。

ランドクルーザーに取り付けられるクウォーターホイルハウスです。

この部品は、タイヤの回転で巻き上げられる異物から車体を守り、

尚且つ燃料やエアコンの配管が取り付けられる重要な部品となります。

ミヤケ　マサシ

三宅　　将史

トヨトミキコウカブシキガイシャ

豊臣機工株式会社
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問題発生・発見までのプロセスを確認。生産工程の手順ではNO-2搬送で

問題が発生し、更に詳細を確認。ロボットの搬送手順で、パネルを吸着した際に

問題が発生し、ロボットが上昇した際に問題を発見しました。

判ったこととして「パネル吸着時にカップ③、④での吸着異常が180分

発生している」ことがわかりました。

【目標設定】

③、④吸着異常を10月末までに180分の停止を0分にすることを

目標とし、あるべき姿への貢献度は90％を目指しメンバー全員で

活動していきます。
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連絡会にて副世話人より「工長！Vラインの生産性が落ちてきているよ！」と

話があり、リーダーよりQCでテーマアップしていくと話がありました。

メンバー全員でテーマアップしマトリックス図を用いて評価した結果

【クォーターホイルハウスの搬送停止が多い】が最も順位が高く、

どのような影響度があるかの確認を実施

5月度停止時間を見ると、ホイルハウスが84.5％も占めており重要度が

高いことが確認できました。

サブアドバイザーよりパレート図を使用し重点指向で確認しようとアドバイスを

いただき、緊急度をＶライン部品別搬送停止時間で調べたところ、

ホイルハウスが250分と全体の45.5%も占めていることがわかりました。

拡大傾向を月別生産台数で確認すると、生産台数増加の見込みがあり、

搬送停止時間も伴って増加する可能性が高いことが確認出来ました。

放置していると納期遅延につながりお客様のライン停止を招きかねない!

メンバー全員で問題意識を共有し搬送停止撲滅に取り組むことに決定！

【現状把握】

工程の概要はプレス機4台、製品搬送ロボット5台を使用して生産してます。

パレート図を用いて重点指向で問題を層別を実施。

工程別搬送停止時間はNO.2が200分と搬送停止時間の80％を

占めていることがわかり、

次にNo.2搬送ミスの現象別で見てみると取出しミスが180分と90％を

占めていることがわかりました。

部位別チェックシートを用いて吸着カップのどこで取出しミスが

発生しているかの調査を実施。

部位別吸着ミス回数は③、④のみで発生しており、

まとめとして③、④のカップで吸着異常が発生していることがわかりました。
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【対策の実施】　No.1　ストッパーにウレタンを取り付ける

ストッパーは2か所あり、クッションリングの可動により振動が発生しています。

対策前は振動が大きかったが、対策後はストッパーにウレタンを取り付ける

ことにより振動が軽減は出来ましたがパネルのズレに変化はなく、

評価は×となりました。

【対策の実施】　No.2、3　上下型に位置ずれ防止ピンをつける

前側のズレを止めるため、前側にピンを付ける案がでたがパネルが空洞で

取付けが難しいので型保全組加藤班長に相談

「何とかしてあげたいけど厳しいですね」と回答があり対策実施時に

実現できず断念。評価は×となりました。
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【活動計画】

個人評価の低いメンバーも活躍出来る様にベテラン、リーダーと組んで

学べるよう計画を立てました。

【要因解析】

【パネル吸着時に吸着カップ③④での吸着異常が発生する】を特性とし、

ブレーンストーミング法を用いメンバー全員で意見を出し合いました。

現地現物で調査し、特性要因図にまとめたことにより

推定要因としてパネルがズレて吸着ミスが発生するに絞り込みました。

【要因の確かめ】

プレス後にパネルが前後方向にどれだけズレているかメンバー全員で現地現物で

調査を実施。プレス後にパネルがズレてしまうとロボットが進入してきて吸着ミスが

発生。前後方向へのズレ量はかなり有り、10ｍｍを超えると吸着ミスになることが

確かめられました。

次にずれたパネルに対してカップがどうなっているか確かめました。

パネルのズレがないとカップの吸着は正常です。パネルが前へ10ｍｍ以上

ズレてしまうとカップが届かず吸着異常になります。

また、パネルが後ろへ10ｍｍ以上ズレるとカップが潰れて吸着異常になります。

吸着ミスは「カップが届かず」と「カップがつぶれて」で発生していました。

次に前側のカップと後ろ側カップの余裕度を調査しました。

パネルのズレ方向は③④ですが前側カップ吸着面の余裕度は各40㎜ありますが

パネルのズレ方向は③④ですが後側カップ吸着面の余裕度は10㎜しかありません。

余裕度が10㎜しかない箇所があり吸着がばらつくがことが真因と確認できました。

【対策案の検討】

系統・マトリックス図を用いて具体的な行動まで明確にしました。

【パネルのズレによるカップの吸着ミスをなくすため】を目的とし

全員で意見をまとめ評価したところ4つの対策案を採用し対策を実施します。
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【反省と今後の進め方】

各ステップごとに対して良かった点・苦労した点を踏まえて今後の進め方を

取り決め。今回の反省を生かしてサークルレベルBゾーンを目指していきます！
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【対策の実施】　No.6　吸着位置を設定しなおす

吸着面が確保できていないカップを外して余裕度があるカップ2つで搬送できないか

検討を実施。現状のφ80カップだと動的吸着力が3.38Kgの為NG。φ100の

カップに変更したところ動的吸着力5.04Kgを確保出来たので搬送トライを実施。

5ロット管理にて搬送、品質に問題がないことを確認できた為、評価は◎です。

【効果の確認と評価】

５月末、NO-2取出しミス停止時間が180分あったのが１０月末の

対策後では０分になり停止時間の推移を見ても０分を維持することが

でき目標達成することができました！

あるべき姿への貢献度はNo-2搬送停止時間が5月末200分あったのが

10月末180分低減の20分まで下げることができ貢献度は90％になりました。

年間効果金額は449,280円になります。

【標準化と管理の定着】

誰が作業しても効果を維持できるよう、HDAの管理を標準化しました。

また横展として新規部品HDA作成時に展開します。

世話人から『目標達成ありがとう！誰がやっても効果が維持できるように

しっかり定着させてください。』とお言葉をいただきました。

活動後のサークル診断として各ステップごとに定期的に勉強会を開催し

メンバー全員で楽しみながら学んできたことにより

X軸では平均2.0→2.6にY軸では平均2.4→2.8にレベルアップ！することが

できました。

個人評価を見ると、目標としていたレベルアップを達成！

サークルレベルもCゾーン内でのレベルアップができました。

弱みであるQC手法・問題解決が向上し目標のBゾーンまであと少しになり

今後はBゾーンを目指していきます！
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        による  の   
      

   の        ン ー    る

 
    
  の  

   る めに   の        の  の     る         る  の         

      

No,6 対策 実施
      定  お 

Φ80 らΦ 00 変え も  力も
      もあ  ら
   2つで  で  うだ  

    確 で     小     を外     ２つで  可能   しよう

 24/30  

   
    

        

     外し 残  
     で  重  
  力 大丈夫？

  使用Φ80   
２ヶ     でNG

Φ 00 ら う？

   

  重 5.0kg 上
   力あ よ 

も づ   経験          改善 

カップ余裕度

①・・・40mm

②・・・55mm

③・・・50mm

④・・・50mm

  φ

カップ余裕度

①・・・30mm

②・・・45mm

③・・・40mm

④・・・40mm

100φ  際   状況

Φ      ２ヶ    

    搬送
     施
5    理 
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担   

評価 ◎

 23/29  24/29 

 25/29  26/29 

 27/29  28/29 

 29/29 




